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道民女性は、

将来に向けて経済的な不安を抱えながらも

「美容やアンチエイジング」「ファッション」には

お金を使っており未来の自分のために

積極投資しています。

北海道博報堂「新どさんこ研究所」（新ど研）では、生活者を取り巻く環境変化が加速していく中、

北海道民の意識や行動も変わっていくという仮説のもと、「一歩先の道民＝新どさんこ」の姿を

生活者のデータ分析や未来予測から提言していきます。

男性よりも女性の人口が31万人多い北海道（平成26年10月時点）。道民の女性の間では、今の生活の中で

「収入・借金等経済的なこと」・「老後のくらしやお金・年金」について不安に思う気持ちが広がっているようです。

但し、金融に関する意識や行動にまでは至っていないようで、「ネットバンキング」・「株式の保有や取引」等の

金融サービスや商品に対する関心は男性と比べると低めでした。

その一方で、全国と比較すると「美容やアンチエイジング」「ファッション」等、自己投資にお金を使っている

道民女性の姿が浮かび上がってきました。また、今後お金をかけていきたいこととして、

「日帰りでドライブや小旅行をすること」が全国よりも高い傾向も見られました。

身なりや外見に気を使いながら、積極的に外へ出かけるアクティブな女性が多いようです。

さらに、買い物をする時の行動を見て行くと、「気に入ったものは修理・メンテナンスをしてでも長く使う」

「買い物は少し遠くても安い店へ買いに行く」などの節約意識が高く、

お金の使いどころにはメリハリをつけており、買い物上手な人が多いようです。

新どさんこレポート vol.03

テーマ：北海道民のお金に関する意識

R e p o r t

今回のレポートでは、“道民女性” の〝お金 “についての意識をご紹介します。
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北海道の男女構成比1

データのご紹介

出典：総務省統計局
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北海道は、
男性よりも女性の人口が

31万人多い

北海道民は、
「収入・借金など経済的なこと」
「老後のくらしやお金・年金」

についての不安が、
男性よりも女性の方が高い

全国でも女性の人口が多くなっていますが、北海道は男女差人口のランキングで大阪府に次いで2位と高く、
人口性比でも女性100人に対して男性89.1人と少ない傾向。

北海道民の「老後のくらしやお金・年金」に対する不安は全国平均よりも若干高めですが、特に女性で「収入・借金など経済的なこと」に関する不安が
男性よりも11ポイント近く高く、「老後のくらしやお金・年金」に関しても女性が男性より9.6ポイント高くなっています。

あなたは、ご自身の今の生活について、不安をお感じになっていますか？
（4段階：「不安に思う」「やや不安に思う」計）
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出典：博報堂「2015年度エリアHABIT調査（2015年10月調査）」
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北海道民は金融商品・サービスの利用や関心が低め。「ネットバンキング」や「投資信託」「株式の保有」等の金融サービスへ関心を持っている人は
男性の方が多い。「銀行の金利優遇・懸賞キャンペーンに関心がある」「電子マネーを使う」等のより生活に近い金融サービスは、女性の方の関心が高い傾向。

北海道民は金融商品や投資リスクへの自己責任意識が低め。他項目では、全国との差はあまり大きくないものの、
「お金を引き出す際に時間外手数料をとられるのは腹立たしい」「自分が年金をきちんと受け取れるか不安を感じる」等の意識は、女性の方が高い傾向。
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北海道の女性の金融商品やサービスに対する意識

「金融機関・商品やお金に対する意見や態度」のうち、あなたの行動や考えに近いもの①(複数回答 )

「金融機関・商品やお金に対する意見や態度」のうち、あなたの行動や考えに近いもの②(複数回答 )
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（全国平均より北海道のマイナスの値が大きい項目からの降順）

出典：博報堂「2015年度エリアHABIT調査（2015年10月調査）」
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北海道民、とりわけ女性が、今現在どんなことにお金を使っているのでしょうか。
また、今後も使おうと思っているものは何なのでしょうか。さらに探っていきます。

ex tN

全国平均（N＝13,000） 北海道（N＝500）
（全国平均より北海道のマイナスの値が大きい項目からの降順）



北海道の女性は
「美容やアンチエイジング」
「ファッションを楽しむ」

「趣味/娯楽を楽しむ」ことに
お金をかける。

北海道民が現在お金をかけていること

あなたが「現在、お金をかけておこなっていること」について、
あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

3

北海道の女性がお金をかけていること！

Q.

あなたが「現在、お金をかけておこなっていること」について、
あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

Q.

出典：博報堂「2015年度エリアHABIT調査（2015年10月調査）」
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全国平均 女性 北海道 女性
（北海道 女性と全国平均 女性の値の差の降順）

女性のみの数値をみると「美容やアンチエイジング」にお金をかける人が全国よりも4.3ポイント高く、「ファッションを楽しむ」人も1.8ポイントと
僅かですが高くなっています。また、「趣味/娯楽を楽しむ」女性も全国より多い様子。ただ、「食生活を充実させる」「旅行をする」ことに対しては、
絶対数は高いものの控え気味な傾向でした。
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北海道民のお金の使い方については概ね、全国平均に近い傾向でした。
次に、北海道の女性たちのお金の使い方について、全国の女性の傾向と比較してみました。ex tN

全国平均（N＝13,000） 北海道（N＝500）
（北海道と全国平均の値の差の降順）



（北海道と全国平均の値の差の降順）

北海道の女性は
「日帰りでドライブや小旅行をする」 や

「美容やアンチエイジング」
「ファッションを楽しむ」ことに

今後もお金をかけたいと
思っている。

北海道民が今後もお金をかけたいこと

あなたが「今後（も）、【お金】をかけたいこと」について、
あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

4

北海道の女性が今後もお金をかけたいこと！

Q.

あなたが「今後（も）、【お金】をかけたいこと」について、
あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

Q.

出典：博報堂「2015年度エリアHABIT調査（2015年10月調査）」
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全国平均 女性 北海道 女性
（北海道 女性と全国平均 女性の値の差の降順）

北海道の女性が今後もお金をかけたいと思うことは、「日帰りでドライブや小旅行をする」が全国の女性よりも5.4ポイント高く、
「美容やアンチエイジング」（全国＋4.7ポイント）、「ファッション」にお金をかけたい（全国＋4.6ポイント）と高い結果になりました。
北海道の女性は現在も今後も、日帰りで出かけたり、外見や身なりなどに投資をしていきたいという人が多い傾向です。
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では、そんなアクティブで自己投資をしている北海道の女性たちの、
買い物意識や買い物行動について調べてみました。

ex tN

ex tN 北海道民は全国平均よりも「美容やアンチエイジング」に今後もお金をかけたいと思っているようです。
他の項目は概ね、全国平均に近い傾向でした。
次に、北海道の女性たちの今後のお金の使い方についても、全国の女性の傾向と比較してみました。

全国平均（N＝13,000） 北海道（N＝500）



全国7地区平均 女性（N＝6,267） 札幌 女性（N＝431）
（全国７地区平均 女性と札幌 女性の値の差の降順）

北海道（札幌）の女性の買い物意識（年齢層別）5
出典：ビデオリサーチ「ACR/ex2015 年度調査（2015 年 4 月～ 6 月実施）」
　　　 東京 50km、関西、名古屋、北部九州、札幌、仙台、広島の７地区で調査を実施

06

値段が安ければ
メーカー名にあまり
こだわらない

必要なときだけ
店に行く

45.3

41.5

45.7

56.5

買い物や
商品について
得た情報を

すすんで人に教える

買い物は
多少遠くても
安い店へ
買いに行く

気に入ったものは
修理・

メンテナンスを
してでも長く使う

バーゲン等の
情報をいち早く
入手する

実用的な
ものを選ぶ

40.9

34.9

29.7

50.9

欲しい物があれば
ネット通販を
抵抗なく使える

64.4

57.6

すすんで
他人の買物の
相談にのる

性能・
機能中心で
選ぶ

34歳以下

35歳以上

34歳以下

35歳以上

全国7地区
女性

札幌
女性

49.0

36.9

36.4

20.7

32.0

26.6

61.3

74.6

28.4
34.8

23.7

36.5

58.1

45.0

53.5

60.9

37.2

36.4

28.7

48.7

59.7

57.0

51.9

40.1

38.0

21.2

31.0

30.1

69.0

76.5

26.4

38.4

32.2
36.736.9

42.743.9

57.859.9
52.9

40.9

70.2

N

1,756

3,509

129

302

26.225.9

49.0
42.8

58.7

74.2

43.6

30.4

札幌の女性と全国７地区の女性の買い物意識を比較したところ札幌の女性の方が「買い物は多少遠くても安い店へ買いに行く」 
「気に入ったものは修理・メンテナンスをしてでも長く使う」「実用的なものを選ぶ」等の買い物意識が全国よりも高く、
また、「バーゲン等の情報をいち早く入手する」など、お金の使い時にメリハリをつけている様子が伺えます。
慎重にお金を使いながらも、自分の好きなものを、より安く購入するために情報を集めたり、買うものを厳選して質の高い買い物をしているようです。
特に34歳以下の女性では、「買い物は多少遠くても安い店に行く」「気に入ったものは修理・メンテナンスをしてでも長く使う」と答えた人が全国７地区平均の
34歳以下の女性と比較してそれぞれ、12.8ポイント、7.8ポイント高い傾向でした。

P O I N T

今回の発見の
ポイント

新どさんこ女性は、
将来も輝き続けるために、
自分に投資して磨きをかける
“未来投資タイプ ”。

More▶

買い物の時に意識していること（非常に＋やや当てはまると回答）（複数回答）



今回は、道民女性とお金についてをテーマとしましたが、金融に関する意識や行動に

顕在化していないだけで女性がお金に対してポジティブに活用している様子が伺えました。

綺麗でいること、若々しくいることは永遠のテーマですが、北海道の女性にとっては

より関心の高いテーマなのかもしれません。身だしなみに気を配って、積極的に外出したり、

メリハリをつけて買い物をするなど元気でアクティブなのは、冬が長く外出機会が限られる分、

季節や天候に恵まれるタイミングを大切にしているからかもしれません。

今後、北海道においても女性の社会進出が進み、金融商品やサービスについても高関心な女性が増え、

未来の自分に投資していくような “新どさんこ金融女子” が増えていくのではないでしょうか。

「原始、女性は実に太陽であった」とは思想家 平塚らいてう氏の女性解放運動の宣言の一文。

最近の朝ドラで印象的に登場しています。太陽のような輝きは、女性が本来持っているものと考えると、

データの傾向も納得できるものがあります。経済的には不安も多い北海道ですが、

輝くために投資する女性が多いことで、将来を明るく照らし出すことができるのではと思います。

株式会社北海道博報堂コミュニケーション戦略局マーケティング部　新どさんこ研究所 広報担当 : 吉川  ☎011-251-0178お問い合わせ

北海道博報堂 「新どさんこ研究所」（新ど研）とは ?

生活者を取り巻く環境変化が加速していく中、北海道民も変わっていくという仮説のもと

「一歩先の道民＝新どさんこ」を生活者データ分析や未来予測から見出す専門組織です。

山岸 浩之 H i r o y u k i  Y a m a g i s h i

所 長

2014 年北海道博報堂入社。

コミュニケーション戦略局長兼マーケティング部長として、

北海道の様々なクライアントの戦略立案やリサーチを担当。
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ご参考）女性の就業率推移　出展：北海道「本道の雇用情勢に関する点検評価 ( 平成 25 年分 )」

就業率（15～34歳女性） 就業率（35~59歳女性）

全国 北海道

北海道の女性の就業人数は増加傾向にあり、子育て等で一度退職者の多い15～34歳、復職者が増加する35～59歳、
いずれの年齢層においても増加。また、特に35～59歳層の女性については全国との就業率が縮まっており、
今後も増加していくものと思われます。
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※総務省「労働調査」のデータを基に算出

エリアHAB I T調査は、47都道府県15～69才男女個人を対象にした、博報堂オリジナルの地域生活調査です。
◆回収数計13,000人　北海道エリア500人 ・調査対象者は、性・年齢で8区分に分け、人口構成比（住民基本台帳人口（H27.1.1時点））に合わせて回収


